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お伝えしたいこと

1. S-Netデータの利用状況を知る仕組み
2. S-Netデータが利用されている例
3. 今後の課題
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GBIFは…

生物多様性に関するデータを世界的に共有し
利用する基盤を提供する



データ利用の基盤整備
• 前：利用しやすいデータ公開
– クリエイティブ・コモンズ・ライセンスの利用

CC0 許諾無し・制限無しで自由に利用可
CC BY クレジットを表示すれば自由に利用可
CC BY-NC クレジットを表示すれば非商用に限り
自由に利用可（商用の場合は別途許諾が必要）

• 後：データの利用を追跡する仕組み
–データセットにDOIを付与

DOI: アクセスできるID
–雑誌記事の被引用
チェックに似た仕組み

https://www.gbif.org/literature-tracking



以前のGBIF (2013年) の場合
• 提供者の公開ポリシーに従う、が…

https://github.com/Datafable/gbif-data-licenses/pull/45



GBIFが集積したデータが利用された
査読つき論文数

(GBIF Science Review 2020)
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https://www.gbif.org/ja/



https://www.gbif.org/ja/resource/search?
contentType=literature&literatureType=journal&
relevance=GBIF_USED&peerReview=true

GBIFの文献データベース



GBIF/S-Netデータの利用例を知る

• GBIF文献データベース
• GBIFサイエンスレビュー
• S-Net/GBIFデータ利活用事例集
• NBRP RRC（成果論文データベース）

「S-Net活動実績・資料」ページより

GBIFサイエンスレビュー2020



NBRP RRC（成果論文データベース）

RRCトップページ
https://rrc.nbrp.jp/

論文一覧を「GBIF」で絞り込み



S-Net内でのデータの利用

• 「県内産の維管束植物の分布状況の整理のた
め」

• 「特定の動植物の分布状況を調べる際になど」
• 「当該種の分布記録のチェック等に」
• 「都道府県レベルで生物の分布を調べる時など」
• 「インベントリー調査の基礎資料として」
• 「生物分布から地域の特徴を見出すのに利用」
• 「固有種の判定」



CiNiiで全文検索をしてみると…

https://ci.nii.ac.jp/fulltext?q=サイエンスミュージアムネット&count=20&sortorder=1



研究におけるデータの利用

• 保全に関係する研究
• 進化に関係する研究
• データの有効性検証
• 新しい技術の提案

多くが、世界の傾向を知るために日本を含む広い地域
のオカレンスデータを利用している論文

分布適地推定・気候変動に関わる研究が多い

NBRP RRC
GBIF文献DBから
紹介



利用例：保全に関係する研究

• かく乱された場所では、局地的な分布をする
種が減少し、広域分布種が増加する傾向が
ある（Newbold et al., 2018, PLOS Biol)

• 海藻類の世界的な分布推定。海面温度と陸
からの距離が分布推定に貢献していた。推定
は、炭素固定・海洋保護区の設定等にも有用
（ Jayathilake & Costello, 2018. Biol Conserv)



利用例：進化に関係する研究

• エイ科魚類の分布と系統関係から、種分化が
激しい地域を特定。予想に反して、熱帯よりも
高緯度の多様性の低い地域の方が種分化速
度が速いと推定された。 (Rabosky et al., 2018, 
Nature)



利用例：データの有効性検証

• 大量データに基づいたグローバルな固有種
の分布情報は実際をどれほど反映している
か？→データは粗く専門家による分布把握を
補完する程度 (Liria et al., 2020, Cladistics)

• 分類群によるデータの偏りは、専門家による
研究活動よりも社会的な選好に相関している
（Troudet et al., 2017, Sci Rep)



現在のデータ利用追跡の課題

• GBIFの公開データを利用す
る研究は増加しているが、
データの引用形式はまちまち
(Khan et al., 2021, 
Scientometrics)

• 研究論文以外への貢献は見
えにくい
（政策・展示・活動…）

GBIFの資料データベースの内訳



データ利用の留意点
• 避けて通れないデータ精度の問題
– 種名・地理情報（緯度経度）
– データの転記ミス
– 機関・コレクションのGRSciCollとの未連携

先ほどダウンロードしたデータの不具合表示



S-Netで日本産「エゾスジグロシロチョウ」を検索

Artogeia dulcinea (Butler,1882)
Artogeia napi
Artogeia nesis
Pieris (Artogeia) napi japonica
Pieris (Artogeia) napi japonica Shirozu
Pieris (Artogeia) napi japonica Shirozu, 1952
Pieris (Artogeia) napi japonica Shirozu,1952
Pieris dulcinea
Pieris dulcinea (Butler, 1882)
Pieris dulcinea Matsumura, 1928 subsp. tomariana
Pieris dulcinea pseudonapi
Pieris dulcinea pseudonapi (Fruhstorfer,1909)
Pieris dulcinea pseudonapi Eitschberger, 1983
Pieris dulcinea tomariana

Pieris dulcinea tomariana Matsumura, 1928
Pieris dulcinea(Butler,1882)
Pieris japonica (shirozu,1952)
Pieris napi
Pieris napi japonica
Pieris napi japonica Shirozu,1952
Pieris napi nesis
Pieris napi nesis Fruhstorfer
Pieris nesis (fruhstorfer,1909
Pieris nesis japonica Shir?zu
Pieris nesis japonica Shirozu
Pieris nesis ssp. japonica Shirozu
Pieris(Artogeia) napi japonica Shirozu

568件の標本情報→27通りの学名綴り



利用例：新しい技術の提案

• 新しい解析手法のテストデータとしての利用
（例）緯度経度データのクリーニング。地名を
利用した誤りの可能性が高いデータや、植栽
木と推定されるデータを検出（ Zizka et al., 
2019, Methods Ecol Evol）

• データ品質を向上させるための標準的な方
法の確立（TDWG/GBIF Data Quality Interest 
Group; Chapman et al., 2020, BISS)



お伝えしたいこと

1. S-Netデータの利用状況を知る仕組み
GBIFによる利用追跡、NBRP RRC

2. S-Netデータが利用されている例
グローバルな研究の一環としての利用
データの有効性検証や改善に関する利用

3. 今後の課題
適切な引用方法の周知
国際誌の学術論文以外の情報をどう集めるか
（情報をS-Net事務局へお寄せ下さい）
データの品質管理・改善


